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合 の 要 1:::. 
国

脳波は睡眠の深さに応じて積々の特徴的な変化を示す。しかし近年賦活睡眠または逆説睡眠と呼ば

れる時期が注目されるに至って，脳波と意識状態との関係は単純でなくなった。この時Jtn は，動物の

行動上からはもっとも深い睡眠段階であると;与えられるにもかかわらず，大脳皮質の脳波は覚醒時に

類似した低振幅速波像を示す。したがってこの時期を覚醒時と区別し，この時期の性質を研究するに

は脳波以外の手段が必要である D 一方，脳には通常の脳波計では記録できない緩徐な電位変動 (slow

potential change または DC potential change) が存在する乙とが知られている。この研究は大脳

皮質の DC電位が睡眠覚醒の変化にともなっていかに変動するかを，賦活睡眠に重点をおいて観察し

たものである。

〔方法並びに成績〕

慢性に電極を植えこんだネコ 20匹を用いた。 DC 'ffi i立の測定には銀塩化銀電極と chopper 式 DC

amplifier を使用した。記録電極は gyrus sigmoideus anterior, sigmoideus posterior, lateralis そ

の他の硬膜上におき，不関電極は前頭骨鼻部または後頭骨においた。同時に脳波，眼球運動，頚筋の

筋活動などのポリグラフ記録を行ない， これによって動物の状態を， 覚醒期， 浅睡眠期(紡錘波出

現)，深睡眠期(高振幅徐波出現)，賦活睡眠加の 4 段階に分けた。

1) 睡眠から覚醒への移行の際の DC 電位の変動

浅または深睡眠から覚醒への移行の際に大脳皮質の DC 電位は，脳波の徐波から述波への変化に

伴って，陰性方向への緩徐な変動を示した。この変動の方向は常に陰性であったが，大きさは一定で

なく 50μV から 500μV の聞の種々の値をとった口深睡眠から覚醒への移行の際の方が， 浅睡眠か

らの際よりも，電位変動が大きかった。
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2) 覚醒から睡眠への移行の際の DC 電位の変動

覚醒から浅睡眠へ，または浅睡眠から深睡眠への移行の際には， DC 電位は陽性方向へ変動した。

前者の変動より後者の方が変動の値が大きかった口脳波の変化と DC 電位の変動の聞に明瞭な時間関

係はみとめられなかった。脳波の変化が DC 電位の変動より少し早く起る場合も，その逆の場合もあ

っ 7こ O

3) 賦活睡眠にともなう DC 電位の変動

浅または深睦眠から賦活睡眠への移行の際には，新皮質脳波の速波化及び頚筋筋活動の消失にとも

なって， DC 電位の陰性方向への変動がみられた。この変動の方向は常に陰性であったが，大きさは

一定でなく，約10秒から 60秒の移行期の聞に 50μV から 500μV の値を示した。

j凶活睡眠から他の睡眠期への移行の際には DC 電位は陽性変動を示した。

)!J]t活睡眠から覚醒に移行した際には，多くの場合 DC 電位の変動はみとめられなかったが，まれに

陽性または陰性方向への小さな電位変動がみられた。

4) DC 電位の分布などについて

上記の DC 電位の変動は不関電極の位置が前頭骨の場合も後頭骨の場合を同様に認められた。不関

電極を接地した場合は， しない場合より変動の値が大きかったが，変動の方向は両者共同じであった口

上記の変動は記録電極を皮質表面のどの部位においた場合にも認められたが， gyrus sigmoideus, 

lateralis において他の部位よりも変動が著明であった口

なお，賦活睡眠期には急速眼球運動に同期して DC 電位の大きな動揺が認められ，これは corneo­

retinal potential に由来すると思われたので，両側眼球摘出または外眼筋切除を行ーなったところ， こ

の動揺は消失したが，睡眠覚醒にともなう DC電位の変動は術前と同じ方向にみとめられた。

〔総括〕

1. 慢性電極植込みネコを用いて，睡眠覚醒の変化にともなう大脳皮質の DC 電位の変動を観察し

fこD

2. 徐波睡眠(浅及び深睡眠)から覚醒への移行に際しては DC電位の陰性変動が，覚醒から徐波

睡眠への移行に際しては陽性変動がみられた。

3. t余波睡眠から))武活睡眠への移行-の際には DC電位の陰性方向への変動がみられ，賦活睦眠から

徐波睡眠への移行の際には陽性変動がみられた。賦活睡眠から覚醒に移行する|擦には変動を認めなか

った。

4. 上記の変動の大きさや|時間経過は一定でなく， 10秒から 60秒の移行期に 50μV から 500μV の

値をとった。

5. 上，j己の変動は皮質のどの部位においてもみられたが， gyrus sigmoideus, la teralis において著

明であった。

6. 以上の実験成積から，賦活睡眠の時の大脳皮質の活動性は覚醒具IJ とほぼ同じ水準にあると思わ

れる。

っ
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論文の審査結果の要旨

II氏活睡眠(逆説睡眠)は，動物が行動上は深く眠っているようにみえるにもかかわらず脳波は覚醒

時に類似した低振幅速波像を示すという興味深い状態である。脳波だけでは乙の時期と覚醒時とは区

別できないので，乙の時期の性質を研究するには脳波以外の手段が必要である。一方，脳には通常の

脳波計では記録できない緩徐な電位変動が存在し， slow potential change とか DC potential chaｭ

nge (DC 電位変動)などと呼ばれている D 大脳皮質の DC 電位は網様体の刺激や脳伎の覚醒反応に

ともなって変動するので，脳の活動状態を反映する一つの示標となると考えられる。 この研究は DC

電位を手段として賦活睡眠がいかなる状態であるかを探ろうとしたものである。

実験は慢性に電極を植え込んだネコを用い，睡眠覚醒の状態の変化にともなう DC 電位の変動を，

大脳皮質の各部位について，変動の方向，大きさ，時間経過などを，系統的に観察した。実験の結果，

徐波睡眠から覚醒に移行する際と i余波睡眠から賦活睡眠に移行する際には共に陰性変動をみとめ，覚

醒から徐抜睡眠への移行の際と賦活睦眠から徐波睡眠への移行の際には陽性変動をみとめ，賦活睡眠

から覚醒に移行する際には変動をみとめなかった。従って賦活睡眠の際の大脳皮質の DC 電位は覚醒

n与と同じレベソレにあると考えられ，このことから著者は賦活睡眠時の大脳皮質は覚醒時と同じ活動水

準にあると推論した。本研究により )1此活睡眠の状態を解明する一つの重要な材料が得られたと考え

る。
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